
件  名 

埼玉県教育職員免許状再授与審査会規則について 

 

提案理由  

 教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律及び教育職員等による児

童生徒性暴力等の防止等に関する法律施行規則の施行に伴い、埼玉県教育職員免許状

再授与審査会規則を別紙のとおり制定したいので審議願います。 

 

概  要  

１ 趣旨 

  教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律施行規則第６条の規定

に基づき、児童生徒性暴力等を行ったことにより教育職員免許状が失効した者等に

対し、再び教育職員免許状を授与するに当たってあらかじめ意見を聴かなければな

らないこととされた都道府県教育職員免許状再授与審査会の組織及び運営に関し必

要な事項を定めるもの 

 

 

第１４号議案 

（教職員採用課） 
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２ 内容 

（１）委員の人数 

   ５人以内 

（２）会議の公開 

   公開（出席した委員の３分の２以上の多数で議決したときは、非公開） 

（３）その他 

   利害関係者の除斥、関係者の出席、議事録の作成等 

３ 施行期日 

  令和７年４月１日 
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埼玉県教育職員免許状再授与審査会規則について
１ 教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律及び
教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律施行規則の概要

（１）教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律の概要
ア 目的
教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する施策を推進し、もって児童生徒等の権利利益の擁護に資すること

イ 主な内容
○ 「児童生徒性暴力等」や「特定免許状失効者等（＊）」などの定義【第２条】

＊特定免許状失効者等：児童生徒性暴力等を行ったことにより、教育職員免許状が失効又は免許状取上げ処分となった者
○ 教育職員等による児童生徒性暴力等の禁止【第３条】
○ 児童生徒性暴力等の防止に関する措置（教育職員等への啓発、国によるデータベースの整備等）【第１３～１５条】
○ 特定免許状失効者等に対する免許状授与の特例（教育職員免許状再授与審査会の設置・意見聴取等）【第２２・２３条】

（２）教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律施行規則の概要
○ 法律の委任に基づき教育職員免許状再授与審査会の組織及び運営に関し必要な事項等を規定
→ 委員の任命や任期、会長、会の定足数、議決方法を規定し、そのほか必要な事項は都道府県教育委員会規則で規定【第３～６条】

（３）施行日 令和４年４月１日（データベース関係の規定は、令和５年４月１日）

２ 埼玉県教育職員免許状再授与審査会規則の内容

（１）委員の人数【第２条】
５人以内

（２）会議の公開【第５条】
公開（出席した委員の３分の２以上の多数で議決したときは、非公開）

（３）その他
利害関係者の除斥【第３条】、関係者の出席【第４条】、議事録の作成【第６条】 等

３ 埼玉県教育職員免許状再授与審査会規則の施行期日

令和７年４月１日
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埼玉県教育職員免許状再授与審査会規則について

４ 参考
教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律施行規則（令和４年文部科学省令第５号）に
おいて規定する事項と埼玉県教育職員免許状再授与審査会規則において規定する事項

（１）組織に関すること

（２）運営に関すること

県教委規則文部科学省令規定する事項

○児童生徒性暴力等に関する学識経験を有する者のうちから、都道府県教育委員会が任命委員の任命

○２年（再任可）委員の任期

○５人以内委員の人数

県教委規則文部科学省令規定する事項

○会長（委員の互選により選任）代表

○会長招集

○委員の過半数定足数

○出席委員の過半数。ただし、再授与を可とする場合は、原則として出席委員の全員一致
（議論を尽くしても一致しないときは、出席委員の過半数の同意）

議決方法

○議事と利害関係を有する委員が議決に加わることは不可委員の除斥

○必要と認めるときは委員以外の関係者の出席を求めて意見聴取可関係者の出席

○公開（出席した委員の３分の２以上の多数で議決したときは、非公開）会議の公開
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埼
玉
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
規
則 

 

（
趣
旨
） 

 
第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
令
和
四
年
文
部
科
学
省
令
第
五
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
教
育
職
員

免
許
状
再
授
与
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
組
織
） 

 

第
二
条 

審
査
会
は
、
委
員
五
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

 

（
会
議
） 

 

第
三
条 

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。 

 

２ 

委
員
は
、
審
査
会
の
議
決
に
よ
り
議
事
に
直
接
の
利
害
関
係
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き

は
、
そ
の
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
関
係
者
の
出
席
） 

 

第
四
条 

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
の
出
席
を
求
め
て
、
意
見
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
会
議
の
公
開
） 

 

第
五
条 

審
査
会
の
会
議
は
、
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
出
席
し
た
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多

数
で
議
決
し
た
と
き
は
、
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
議
事
録
） 

 

第
六
条 

会
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
議
事
録
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

会
議
の
日
時
及
び
場
所 

二 

出
席
及
び
欠
席
し
た
委
員
の
氏
名 

三 

議
決
事
項 

四 

表
決
に
お
け
る
賛
否
の
数 

五 

議
事
の
経
過 

六 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

２ 

議
事
録
に
は
、
会
長
及
び
出
席
し
た
委
員
の
う
ち
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
一
人
の
委
員
が
署

名
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
庶
務
） 

 

第
七
条 

審
査
会
の
庶
務
は
、
埼
玉
県
教
育
局
市
町
村
支
援
部
教
職
員
採
用
課
に
お
い
て
処
理
す

る
。 

 

 

（
委
任
） 

 

第
八
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が

審
査
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 
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附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
） 

２ 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四 

埼
玉
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
に
関
す
る
こ
と
。 
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